
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：平成 29 年度都心部幹線道路における歩行者空間拡大にかかる 

交通影響検証等検討業務委託 

 

 

 

 ２ 調査主体：名古屋市 

 

 

 ３ 調査圏域：名古屋市中区 

 

 

 ４ 調査期間：平成 29 年度 

 

 

 ５ 調査概要：    

本市では、豊かな道路空間を人が主役の空間へと再配分することで、”みち”

をかえて”まち”を変えていく「みちまちづくり」を具体化するための計画（な

ごや交通まちづくりプラン）を平成２６年９月に策定した。 

この「みちまちづくり」の実現に向けて、道路空間の再配分による歩行者空

間の拡大等により賑わいを創出する「賑わい交流軸」に位置づけた路線におい

て、歩行者空間拡大にかかる交通影響検証等を行うものである。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：平成 29 年度都心部幹線道路における歩行者空間拡大にかかる交通

影響検証等業務委託 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

第Ⅰ章 はじめに 

第Ⅱ章 交通影響検証 

第Ⅲ章 バーチャルリアリティモデルの作成 

第Ⅳ章 道路空間の利活用に係る事例の収集 

 

 

  



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制：本調査は委員会、幹事会、事務局等の設置なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等：該当なし 

 

  



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市では、豊かな道路空間を人が主役の空間へと再配分することで、”みち”

をかえて”まち”を変えていく「みちまちづくり」を具体化するための計画（な

ごや交通まちづくりプラン）を平成２６年９月に策定した。 

この「みちまちづくり」の実現に向けて、道路空間の再配分による歩行者空

間の拡大等により賑わいを創出する「賑わい交流軸」に位置づけた路線におい

て、歩行者空間拡大にかかる交通影響検証等を行うものである。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路空間の整備前・整備

後のイメージ作成 

◆バーチャルリアリティ 

 モデルの作成
配分計算モデルの改良 

・ゾーニングの見直し、ア

クセスリンクの張り替え 

等 

将来交通量推計・交差点解

析 

・整備後の自動車交通への

影響検証 等 

◆交通影響検証

賑わいや憩いの空間を

創出するための利活用

方策等の事例を収集 

◆道路空間の利活用に係る

事例の収集



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

（１） 調査目的 

本市では、豊かな道路空間を人が主役の空間への再配分することで、“みち”をか

えて“まち”を変えていく「みちまちづくり」を具体化するための計画（なごや交

通まちづくりプラン）を平成２６年９月に策定した。 

この「みちまちづくり」の実現に向けて、道路空間の再配分による歩行者空間の

拡大等により賑わいを創出する「賑わい交流軸」に位置づけた路線において、歩行

者空間拡大にかかる交通影響検証等を行うものである。 

 

 

（２）交通影響検証 

歩行者空間の拡大等により自動車交通等の流れが変わると予想されるため、歩

行者空間の拡大等による自動車交通への影響を検証する必要がある。 

過年度調査では、交通量配分計算モデルを活用し、現況交通量をベースに歩行

者空間拡大による交通影響検証を実施し、周辺道路に迂回交通の発生等による交

通量の増減について検討しているが、今年度調査では、駐車場の出入り口の反映

など配分計算モデルの改良を行い、加えて、リニア中央新幹線の開業により交通

量の増加が見込まれる平成 39 年時点までの主要な開発等を考慮したモデルとし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図 検証範囲 

 

 

① 配分計算モデルの改良 

駐車場の出入口の現状を反映するためアクセスリンクの見直しを行った。 

 

 

 

図 アクセスリンクの設定 



②交差点解析 

歩行者空間拡大等による周辺道路への影響を評価するため、将来交通量における

交差点需要率及び交通容量比の算出による交差点解析を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）バーチャルリアリティモデルの作成 

道路空間の整備前・整備後のイメージを作成した。 

  

作成ケースの一例（拡幅の考え方） 

 停車帯 中央帯 歩道幅員拡幅

分 

松坂屋西側交差点～ 

松坂屋南西側交差点間 

現況 1.5m 4.0m 両側 3.0m 

（片側 1.5m）整備後 0.5m（路肩） 3.0m 

 

図 対象交差点位置 



（４）道路空間の利活用に係る事例の収集 

過年度業務で道路空間再配分により拡幅された歩道における賑わいや憩いの空間を

創出するための利活用方策等の事例を収集したヒント集を作成しており、今年度は、

最新の道路空間再配分の事例などを収集し、地元関係者等と道路空間のあり方につい

て議論するための材料として過年度業務で作成したヒント集を更新した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 ヒント集（抜粋） 

図 ヒント集（抜粋） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ヒント集（抜粋） 


